
 

文学部和食文化学科                                      
 

 和食文化学科は、日本人の伝統的な食文化に内在する普遍的価値を探究することを

目的として、生活文化としての食を歴史的・文学的に読み解くとともに、産業として

の食の可能性に技術的・経営的な側面から迫る教育研究を行い、和食文化の神髄と魅

力を世界に向かって発信し、我が国における和食文化の保護・継承・発展に寄与でき

る人材を養成します。  
 

ディプロマ・ポリシー （卒業認定・学位授与の方針） 

 和食文化学科では、次の能力や学識を身に付けたと認められる学生に対し、学士（和

食文化学）の学位を授与します。 

１ ． 多 様 な 和 食 文 化 に 対 す る 理 解 、 伝 統 文 化 の 豊 か な 教 養 と 食 に 関 わ る 基 礎 的

技 能 を 備 え て い る 。  

２ ．国 際 的 な 視 野 か ら 和 食 文 化 の 特 殊 性 や 普 遍 性 に 対 す る 理 解 力 を 備 え て い る 。 

３ ． 和 食 文 化 の 知 識 ・ 技 能 ・ 研 究 方 法 を 活 用 し て 課 題 を 発 見 し 、 解 決 す る 能 力

を 備 え て い る 。  

４ ． 日 本 文 化 と 和 食 文 化 の 継 承 者 と し て の 自 覚 を 持 ち 、 市 民 と し て の 社 会 的 責

任 や 倫 理 観 、 実 践 能 力 を 備 え て い る 。  

５ ． 日 本 語 や 外 国 語 を 用 い て 自 己 の 見 解 を 論 理 的 に 分 り や す く 示 す 能 力 を 備 え

て い る 。  

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）  

 和食文化学科では、和食史学・和食文芸・食人類学・食経営学・和食科学の５つの

分野を設け、次の方針に基づきカリキュラムを編成します。  
 
１ ． 教 養 教 育 課 程 （ 教 養 教 育 科 目 [導 入 科 目 、 健 康 教 育 科 目 、 外 国 語 科 目 ]、 キ

ャ リ ア 育 成 科 目 、教 養 総 合 科 目 ）の 幅 広 い 履 修 に よ り 、学 士 課 程（ 4 年 間 ）を

通 じ た 多 様 な 教 養 （ 知 識 と 技 能 ） を 身 に つ け 、 和 食 文 化 を 探 究 す る 学 力 を 備

え る 。  

２ ．「 国 際 京 都 学 プ ロ グ ラ ム 」の 履 修 を 通 じ 、国 際 的 な 視 野 か ら 京 都 に 関 す る 様 々

な 文 化 的 現 象 に つ い て 考 察 す る と と も に 、 和 食 文 化 を 探 究 す る 教 養 を 身 に つ

け る 。  

３ ． 和 食 文 化 学 科 の 専 門 教 育 科 目 を 幅 広 く 履 修 し 、 演 習 ・ 実 習 の 機 会 に 多 様 な

食 の 現 場 （ 農 林 水 産 業 、 食 品 加 工 ・ 製 造 、 流 通 、 調 理 ・ 接 客 等 を 含 む ） に 臨

み 、 学 問 的 な 議 論 を 行 う だ け で な く 、 食 を 巡 る 現 代 社 会 の 多 様 な 問 題 を 自 ら

発 見 、 理 解 す る と と も に 、 自 ら そ の 解 決 の 道 筋 を 探 る た め の 必 要 な 知 識 と 技

術 を 身 に つ け る 。  

４ ． 特 に 、「 フ ィ ー ル ド ワ ー ク 入 門 」「 和 食 文 化 演 習 Ⅰ ～ Ⅳ 」 に よ り 、 講 義 に よ

る 知 識 の 取 得 に と ど ま ら ず 、様 々 な 食 の 現 場 で の フ ィ ー ル ド ワ ー ク を 通 じ て 、

社 会 的 な 協 働 を 果 す た め に 必 要 な 双 方 向 の 発 信 力 を 身 に つ け る 。  

５ ． 研 究 倫 理 や 、 市 民 と し て の 自 覚 に 基 づ く 実 践 能 力 を 涵 養 す る 。  

６ ． 教 養 科 目 及 び 専 門 科 目 を 通 じ て 学 ん で き た こ と を 集 大 成 し 、 最 終 的 な 成 果

で あ る 卒 業 論 文 を 作 成 す る 。 卒 業 論 文 は 中 間 発 表 会 で の 合 評 を 経 て 提 出 し 、

最 終 評 価 は 、 学 科 教 員 全 員 が 出 席 す る 口 頭 試 問 を 経 た 上 で 、 教 員 全 員 の 合 意

合 議 に よ っ て 行 う 。  
 

 別 紙  カ リ キ ュ ラ ム ツ リ ー 参 照  

 



文学部和食文化学科のカリキュラム・ツリー 

 専門教育科目 教 養 教 育 科

目 多様な食の現場に臨

み、学問的な議論を行

うだけでなく、食を巡

る現代社会の多様な

問題を自ら発見、理解

し、自らその解決の道

筋を探るための必要

な知識と技術を身に

つける。（現場力、解

決力、技術力） 

講義による知識の取

得にとどまらず、

様々な食の現場での

フィールドワークを

通じて、社会的な協

働を果すために必要

な双方向の発信力を

身につける。（社会的

協働） 

研究倫理や、市民と

しての自覚に基づく

実践能力を涵養する

（倫理と実践能力） 

国際的な視野から京

都に関する様々な文

化的現象について考

察し、和食文化を探

究する教養を身につ

ける。（国際的関心と

京都文化への理解、

深い教養） 

和食文化研究の基礎

となる文献の読解や

実験に必要な思考力

を身につける。（文

献、実験） 

学 部 共

通 プ ロ

グラム 

4 回生     専攻科目演習（卒業

研究・論文） 

国 際 京

都 学 プ

ロ グ ラ

ム 

 

   

幅 広 い

専 門 知

識 

初 年 次

教育 

外国語 

ス ポ ー

ツ実習 

教 養 総

合科目 

 

幅 広 い

教養・汎

用 的 技

能・ｺﾐｭ

ﾆｹｰｼｮﾝ

能力 

キ

ャ

リ

ア

育

成

科

目 

 

3 回生 和食文化インターン

シップ、和食の環境と

デザイン 

栽培学と植物栄養

学、歴史の中の「病」

と「食」、簿記入門 

 

和食文化学演習Ⅳ

（米餅酒）、専攻科目

演習、食・農を市民

の手に取り戻す政策

論 

和食と言葉、マーケ

ティング 

和食文化文献研究、

和食文芸資料講読、

資源管理学 

2 回生 米食文化論、地域経営

論、和食の化学、おい

しさの科学、観光学 

和食サービス論、疫

病から見た和食の評

価（食と健康）、和食

文化実習Ⅱ（実学和

食） 

和食文化学演習Ⅱ

（京野菜）、和食文化

学演習Ⅲ（茶懐石）、

和食文化実習Ⅰ（調

理学実習） 

東アジアの文化交

流、食人類学、比較

食文化学、ホスピタ

リティ・マネジメン

ト、食品ビジネス論 

和食の美意識と文

芸、生活文化資料講

読、和食文芸入門、

和食民俗学 

1 回生 食文化原論、京料理の

科学、和食材料学 

フィールドワーク入

門、和食文化学演習

Ⅰ（精進） 

 食環境を巡る国際社

会と日本、食と文芸 

和食の歴史、仮名文

字入門 
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